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拝啓 残暑の候、みなさまにおかれましてはますますご健勝のこと
とお慶び申し上げます。
私どもは、誰もが豊かに自分らしく暮らせるために必要な支援に

ついて研究をしているグループです。
この度、柏市にお住まいの 90歳以上の方を対象に、日々の暮らし
についての調査を実施させていただくことになりました。柏市には
現在、4千人を超える 90歳以上の方がお暮らしです。みなさまが、
暮らしの中でどのような福祉用具や支援サービスを使い、暮らしの
工夫をされていらっしゃるか、どんな点に不便を感じていらっしゃ
るかを明らかにしたいと考えています。
調査の結果は、いつまでも自分らしく豊かに、安全に暮らすため

の福祉用具の開発や、望ましい社会制度の策定に向けた、市や国へ
の提言に活用する所存です。

なお、みなさまのご住所とご氏名は、柏市の情報公開・個人情報
保護審議会の審査を受けて、承認を受けて、柏市より提供いただい
ております。いただいた個人情報は、東京大学の研究倫理指針に則
って外部に漏洩しないよう厳密に管理しています。
この調査の結果は、誰の回答かはわからないように個人情報を除

いた上で、○○と答えた方が○%いる、という形でまとめ、柏市の関
係各所へ報告するとともに、学術論文として公開する予定です。ま
た、国や国際機関などへの提言にも活用させていただく予定です。

つきましては、突然のお願いでまことに恐縮ですが、同封の調査
にご協力いただきたく、よろしくお願い申し上げます。

敬具
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記
添付書類：調査用紙一式（8ページ）、返信用封筒１通
お送りしている方： 2018年◯月◯日現在、柏市にお住まいの 90歳以
上の方全員
協力の方法：同封の調査票に直接回答を書き込み、添付の封筒に入
れてポストに投函をしてください。
締め切り：2018年◯月◯日（◯）まで
送付先および連絡先：
◯◯◯◯・・・・

以上

※本調査は、世界保健機構（WHO）との共同研究として実施してい
ます。
共同研究機関：東京大学大学院新領域創成科学研究科・高齢社会総
合研究機構、大阪大学人間科学科、東京都長寿健康医療センター
研究協力機関：国立障害者リハビリテーションセンター研究所、ト
リニティ・カレッジオブダブリン


